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推進委員会

建築BIM
推進会議

建築BIM
環境整備
部会

各団体の

部会

第４回
2/17

建築ＢＩＭ推進会議・部会のスケジュール ［2019年度］
〇 第４回建築BIM推進会議（R2.3/11予定）においては以下を予定。

• 建築BIM環境整備部会で検討した、「BIM標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第１版・案）」の
取りまとめ （※今後も継続的に見直し）

• その他の部会の検討結果報告及び関係団体の活動報告、今後のスケジュールの確認
• 「将来像と工程表」の概要版の確認等
• 補助事業を含む次年度の検討内容・スケジュール案の確認

第1回
6/13

第2回
7/23

第3回
9/2

第2回 4/23 第3回 2/5

初動・集中検討期間

・国や関係団体の取組報告
・BIMを活用した将来像と工程
表案策定に向けた検討依頼
・今後の進め方・スケジュール案

・将来像・工程
表素案の提示
・課題の整理・
抽出

・将来像・工程表
のとりまとめ
・課題解決に向け
た進め方

※松村委員長の
ご出席

・建築BIM推進会議の設置を承認 ・建築BIM推進会議の活動報告

第4回
3/11予定

取りまとめ

・各部会の検討結果報告
・関係団体の活動報告
・今後の進め方・スケジュール案

相互連携

第１回
10/4

第２回
12/16

第３回
1/17

部会２
部会３
部会４
部会５

課題検討
課題検討
課題検討
課題検討

標準ワークフローに
関するガイドライン

の検討
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BIMを活用した建築生産・維持管理プロセス円滑化モデル事業（新規）
令和２年度予算案：200,000千円

○補助対象：民間事業者等
○補助額 ：定額
○補助内容：令和元年度に策定する標準フォーマット・役割分担を実際の建築プロジェクトに活用し、課題や改善方策の報

告を行う事業に対し、検証費用を支援

＜背景＞
○BIMの活用普及により、建築物の設計や生産プロセス全体における業務の効率化を図り、生産性の向上を進めることが
必要。

○このためには、生産・維持管理プロセスでBIMを利用可能な環境を整備することが必要。

＜現状＞
○建築分野でのBIM活用には、
① BIM導入に係る初期投資（人材育成、設備投資）
② 標準フォーマットの不在（モデル・属性情報がバラバラ）
③ 設計・施工等各分野の役割分担が不明確
などの課題があり、各種設計分野及び設計・施工等の各
分野のプロセスにおいて、BIMが利用されていない状況。

○これらの課題に対応するため、官民一体で構成する
建築BIM推進会議を令和元年5月末に設置し、BIMの
推進に向けた官民の役割分担・工程表を策定すると
ともに、以下の実施を予定。
① 生産・維持管理プロセスでBIMを利用可能とする標準フォーマットの策定
② BIMを活用した各生産主体の役割分担の整理

建築物の生産・維持管理プロセスでBIMを利用可能とするための標準フォーマットや各生産主体の役割分担の議論の成果を実
際の建築プロジェクトに活用し、課題や改善方策の報告を行う事業に対し、検証費用を支援する事業を創設。

背
景

・

現
状

概
要

生産 維持管理

設計BIM

施工BIM
意匠、構造、
設備の各分野
での活用状況
に差 サブコンでの活用は少ない

メーカーの対応に差

維持管理BIM

人材育成・初期投資

維持管理に活用
可能なBIMが作
成されていない

BIM活用に係る課題

断絶

各段階でそれぞれBIMを作成
入力情報が引き継がれない

断絶
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